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手づくりの

ひな祭り

藤田幼稚刈では3月3日、ひな

祭りの会を行い ました

園児は．ひな祭りの歌を歌･･た

り、クイズで楽しんだ後、１づく

'Jのひなﾉ､形を囲んで満足そうで

した．



第
1
3回
統
一
地
方
選
挙

あ
な
た
の
一
票
　
明
る
い
未
来

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
９
日
（
日
）
投
票

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
2
3日
（
日
）
投
票

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
、
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
３
月
3
1

日
に
告
示
さ
れ
４
月
９
日
に
投
票
、
国
見
町
議
会
儀
員
一
般
選
挙
は
４
月
1
8

日
に
告
示
さ
れ
４
月
2
3日
に
投
票
と
な
り
ま
す
。

選
挙
は
、
有
権
者
が
政
治
に
参
加
す
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
手
段

で
あ
り
、
民
主
政
治
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。
今
回
の
統
一
地
方
選
は
、

あ
な
た
の
済
き

Ｉ
纂
が
あ
す
の
福
島
県
、
あ
す
の
国
見
町
を
築
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

近
年
、
全
国
的
に
投
票
率
が
低
下
す
る
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

あ
な
た
の
意
志
を
正
確
に
政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め
。
棄
権
す
る
こ
と
な

く
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

投

票

時

間

福

島
以

議
会
講
‥‥
い
一
般

逸
挙
、

囚

見
町

議
会

議
‥‥い
一
般

選
挙

と
も

に
、

投
票

時
間

は

午
前
７

時
～

午
後

６

畤

不

在

者

投

票

投
。票
当
日
、
や
む
を
え
な
い
理
山

で
投
呎
で
き
な
い
方
は
次
の
期
川
卜

在
粁
投
票
か
で
き
ま
す

。

○
福
鳥
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

３
月
3
1日
～
４
月
８
日

○
国
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
1
8日
～
４
月
2
2日

不
在
抒
投
．票
が
で
き
る
時
川
は
．

と
し
に午

前
８
時
3
0分
～
午
後
５
畤

｛
土
曜
日
、
日
曜
日
で
も
不
在

膏
投
票
か
で
き
ま
す
｝

印
鑑
と
投
麗
人
場
を
を
持
参
の
う

え
選
卒
瞥
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課

内
）
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
．

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

世
挙
へ
名
簿
に
哽
載
さ
れ
て
い
る

方
で
、
身
体
に
屯
度
の
障
£
の
あ
る

人
（
身
体
節
害
者
Ｆ
帳
、
あ
る
い
は

戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る

方
で
、
両
下
膿
等
の
機
能
に
著
し

い

障
害
の
あ
る
＆
、
ま
た
は
、
同
程
度

で
あ
る
と
し
て
福
島
県
知
事
が
証
川

し
た
人
）
は
、
選
挙
の
占
示
日
以
降
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
柴
が
で
き
ま

す
．た

だ
し
、
郵
便
に
よ
る
投
滾
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
八
会
か
発
行
し

た
乱
川
μ

（
有
幼
期
川
四
年
、
こ
の

期
川
を
過
ぎ
て

い
る
と
投
票
で
き
ま

せ
ん
）
か
必
要
で
す
Ｉ

住
所
移
転
さ
れ
た
方
の

投

票

方

法

こ
ね
か
・
り
３
月
。
４
月
と
賢
動
時

明
を
迎
え
ま
す
。
４
川
９
日
に
は
、

福
励
県
議
会
議
八
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
が
。
住
所
を
移
転
さ
れ
た
方

で
転
川
光
か
柚
鳥
県
内
の
方
は
、
次

の
方
法
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。

Ｉ
、
移
転
先
の
巾
町
村
で
平
成
６
乍

1
2月
3
0日
ま
で
に
転
入
‥ｎ
を
出
さ

れ
た
方
で
、
そ
の
後
、
再
転
川
し

て
い
な
け
れ
ば
、
移
転
先
の
市
町

付
で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

２
、
移
転
先
の
市
町
村
で
ｆ
成
６
年

1
2月
3
1卩
以
降
転
人
嵋
を
出
さ
れ

た
方
は
、
以
前
仕
ん
で
い
た
巾
町

村
で
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
少
‘．
ｆ
続
き
が
而
倒
で

す
か
、
投
呎
川
紙
を
転
入
地
に
郵

送
し
て
む
ら
い
、
転
人
地
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
（
口
Ｃ
．
新
住
所
地

の
巾
町
付
の
発
行
す
る
証
明
妝
、

ま
た
は
住
民
票
（
写
し
）
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

一
４
月
2
3凵
投
票
の
国
見
町
議
会
謎

員

。
般
選
挙
に
つ
い
て
は
、
平
成

７
乍
１
月
1
7口
以
前
か
ら
投
票
日

ま
で
引
き
続
き
川
仕
し
て

い
な
い

と
投
票
で
き
ま
せ
ん
、

■
問
い
合
わ
せ

・
国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場

総
務
課
内
）

S
S
2
1
1
1
　

内
線
１
２
１



あ
な
た
の
老
後
を
守
る

国

民

年

金

平
成
六
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料

納
め
ま
し
た
か
？

平
成
六
年
度
（
平
成
六
年
四
月
か

ら
平
成
七
年
三
月
）
の
岡
民
年
金
保

険
料
で
納
め
忘
れ
に
な
コ
・ヽ
い
る
期

間
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
確
認
し
ま
し

国
民
乍
血
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
四
十
年
間
保
険
料
を
納
め

て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
『
て

い
ま
す
。
途
中

納
め
て

い
な
か
っ
た
期
間
か
あ
れ
ば
、

年
金
額
も
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
二
十
五

年
の
受
給
資
格
期
間
（
納
め
て

い
た

期
間
な
ど
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
の
に
最
低
必
嬰
な
期
川
）
を
満
た

し
て

い
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
期
日
ま
で
に

納
め
ま
し

ょ
う
。

・ 年 全 は65 廐 か ら満 額 で780,000 円 。

● 納 め な か っ た朋 間 など が あ れば 、

年 金額 は 次の 式 で計 算 さ れま す 。

保輳ｎ 纃付月数十保険料免除月靆×1･

7匐'(xｉ円×　
加入 可能 年 数×12( 月〉

例
加入可能年散が40年で納付月数が3(X)月

(25年) のとき

3007四 χ
函

－ 487,500円

( 加入可能年 叙は 昭和16 年４月２日以降に生ま れた

方は40 年 ですが、それ忿丿前に生 まれた方は昭 和36)　

羃４月以降の60 廬になるまでの年数になり ます．

異
動
の
時
期
で
す

国
民
年
金
の
届
出

忘

れ

ず

に

就

職
・
退

職
や

卒
楽

な
ど

異
動
の

多

い
時
期
を

迎
え

ま
す

。

こ

の
よ
う

な
、

人
生

の
節
Ｈ

に

は

国
民
年

金
の

。柚
川

も
忘

れ
な

い
よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

国

氏
年
金

に
は

。
二

十
歳

に
な
る

と
す

べ
て
の
方

が

加
入
す

る
こ

と

に

な
り

、
職
業
な

ど

の
ち

か

い
に
よ
り

、

第

。
号
陂

保
険

者

・
第
一
一
号
被

傑
険

者
・

第
一
。一
号
被

保
険

者

の

い
ず

れ
か

に
な

り
ま
す

。

賢
動

か
あ

れ
ば

種
別
も

変
わ

り
ま

す

か

ら
届
出
か

必
要

で
す

。

特

に
、
第
三

号

被
保
険

者
は

本
人

に
異
動

か
な
く
て

も

配
偶

者

が
翼
動

す

る
こ

と
で
も

種
別

か
変

わ
り

ま
す

か
ら
注

意
し
ま

し

ょ
う

。

凧
出

は
、
国

見
町

役
場

住
民

福
祉

誄
年
余
係
窓
口
で
忘
れ
ず
に
す
ま
せ

保
険

料

が

改

定

さ

れ

ま
す

平
成
七
年
度
の
国
民
年
金
保
険
糾

が
、
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

矗

十
付
加

竃
　

麟

唏

剛

一

こ

．
一（

）
○

円

匸

、
七
〇（

冽

月
　

麟

一
四
五
、
二
〇
〇
円

一
四
〇
、
四
〇
〇
円

年
　
　

棚

割
引
前
納
の
お
す
す
め

国
民
年
金
保
険
糾
の
納
付
に
は
。

前
納
制
度

こ

年
分
を
ま
と
め
て
納

付
す
る
）
が
あ
り
、
仙
納
し
ま
す
と

そ
の
傑
険
糾
は
年
五
・
五
％
の
削
合

で
複
利
現
価
法
に
よ
っ
て
割
引
計
算

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
前
納
の
収
り
扱
い
期
間
は
、

四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
八
日
ま
で

で
す
。

◇
定
額
前
納
額

二
一
七
、
〇

］
○
円

（
割
引
額
　
三
、
三
九
〇
円
）

◇
定
額
十
付
加
前
納
額

．
四
一
、
六
九
〇
円

（
割
引
額
　
三
、
五
一
〇
円
）

保
険
料
は
期
限
ま
で
に

平
成
七
年
度
保
険
料
の
納
付
期
口

は
。
次
の
と
お
り
で
す
。

納付月 納付期日 納付月．納付刈日

前 納

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

４月Z8日

４月17日

５月15口

６月15n

7 月17日

８月15口

９月18日

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

10月16日

ｎ 月15日

12月15日

１月16日

２月15日

３月６日

保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
に
ど
う
し
て
も
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
。
保
険
料
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。

世
帯
の
所
得
が
低
く
生
活
か
苦
し

い
。
病
気
を
し
た
、
災
害
や
事
故
に

遭
っ
た
な
ど
、
事
情
の
あ
る
方
は
印

鑑
持
参
の
う
え
、
四
月
中
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・

役
場
住
民
福
祉
課
年
金
係

Ｓ
艱
2
1
1
1
　

内
線
１
３
５



阪
神
大
震
災

2/28

現在

義
援
金
の
合
計
は

三
百
二
十
一
万
円

「
阪
神
大
震
災
」
に
対
す
る
義
援
金
が
、
二
月
に
入
っ
て
も
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
役
場
や
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
般
け
た
窓
口
に
寄

せ
ら
れ
、
心
温
ま
る
義
援
金
の
合
計
金
額
は
、
二
月
二
十
八
日
現
在
、

三
百
二
十
一
万
八
千
四
百
二
十
一
円
に
な
り
ま
し
た
。

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

義 援 金 の 月 別 内 訳

１ 月 中

2  .  2  9  3  .  5  3  5 円

２ 月 中

9  2  4  .  8  8  6 円

合 計

3  .  2  ｰ  8  .  4  2  ｰ 円

■
二
月
中
に
日
赤
国
見
町
分
区
へ

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

方
々
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▽

大

木

戸

婦

人

会

（

人

杰

尸

地

Ｋ

の

杵

き

λ

）

一

十

．Ｅ
’Ｅ
万

二

千

一
う

白

円

▽

藤

田

病

院

医

川

会

＝

１

万

じ

千

円

▽

藤

Ⅲ

幼

稚

園

園

児

・

Ｐ

Ｔ

Ａ

Ｉ

八

万

二

１

七

百

九

円

▽

東

北

日

本

高

圧

電

気

㈱

あ

っ

か

し

会

ｌ

六

万

三

千

円

▽

鳥

収

町

内

会

ｌ

ｉ

万

四

千

Ｌ

肖

円

▽

第

一

町

内

会

一

五

万

千

五

．白

円

▽

第

一

．
町

内

会

Ｉ

ト

万

円

▽

国

日
｀
ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

ク

ラ

ブ

ー

四

万

千

百

卜

円

▽

本

旧

占

助

―

二

万

円

▽

白

金

迎

倫

㈱

ｊ

二

万

じ

千

円

▽

渋

谷

節

男

―

二

万

川

ｒ

川

▽

く

に

ふ

な

性

教

室

’
ｌ
二

万

．
ず

．瓦

百

十

円

▽

国

日
｀
町

包

人

ク

ラ

ブ

連

べ
い
会

婦

卜
へ

部
一

二

万
円

▽
佐

謄
　

昭

―
二
万
円

▽
岡

見
Ｍ
Ｖ

Ｃ
Ｉ

匸
力
瓦
千

円

▽
佐

藤
イ

ク

ヨ
ー

一
万

五

百
川

◇
一
万
円
を
お
寄
せ

い
た
だ

い
た
方
々

▽

阿
部
武
￥
　
　

▽
村
抃
川

俺

▽
小
川
愚

地
　
　

▽
松
崎
　

俊

▽
早
川

桔
　
　

▽
宮

野
は
る
Ｆ

▽
匿
名
＝

六
千

】
．．白
五
円

◇

、五
千
円

を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
方
々

▽
樋

凵
　

弘
　
　

▽
唯
藤

コ
汪

▽
内

村
　

忠
　
　

∇

佐
藤

ト

シ
ェ

▽
阿
部

恒
夫
　
　

▽
武

川
和
Ｆ

▽
鈴
木
　

好
　
　

▽
雌

名

（
一
名
ｙ

◇

そ

の
他
義

援
金

仝
お

寄
せ

い
た

だ

い
た
万

々

▽
．阮
１

嵐

栄
雄
　

▽
岩

廡
　

篤

▽
赤

坂
豊

治
　
　

▽
渡

辺
茂

男

▽
阿

部
和

巳
　
　

▽
内

池
育

男

▽
法

拌
八

人
　
　

▽
柴

川
伊

代

▽
鈴

木
　

伝
　
　

▽
岡

崎
イ

シ

▽
遠

藤
重

藏
　
　

∇
佐
祕

シ
ン

▽
伊

艇

ヨ
シ
ｆ
　

▽
佐

久
問

夕

力
子

▽
佐

藤
イ

シ
　
　

▽
佐

久
間
（

ツ
イ

▽

川
谷
テ

ル
　
　

▽
緊

沢

ミ
サ

ヲ

▽

安
川

節
子
　
　

▽
本

多

ミ

ツ

▽
占

川
ト

モ
ｆ
　

▽
山

川
孝
志

▽

唐
見
消

彦
　
　

▽
瞳
藤

タ
ネ

▽
松
浦
義

雄
　
　

▽
稲
村
テ

ル

▽
須

川
泰
山
　
　

▽
柳
田

ヒ

デ

▽
武
1
1
1川
ｆ
　

▽
畚
　

ヨ
シ
ｆ

Ｏ
こ

の
他
に
も

匿
名

等
で

義
扱

余
を

お
寄

せ
く

だ
愬
二

た
万

が

い
ま
す

藤田 幼稚園児とＰＴ Ａの皆さん

老
人
医
療

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り

負
担
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

拝
来
に
わ
た
り
一
部
負
担
の
水
碓

を
維
持
し
て
、
七
人
と
現
役
世
代
と

の
問
の
負
担
の
均
衡
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
平
成
七
年
度
以
降
の

Ｉ一
郎
負

担
金
の
飯
に
つ
い
て
は
、
総
務
庁
に

お
い
て
作
成
ず
る
年
平
均
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
の
伸
び
率
を
指
噤
と

し
て
、

．
郎
負
担
金
の
甑
が
改
定
さ

れ
ま
す
．

ｙ

成
七
年
峻
に
お
け
る
改
定
は
、

平
成
五
年
ｆ
均
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
が
、
ず
成
四
午
に
比
し
て

Ｉ
・

．．心

Ｌ
昇
し
た
こ
と
に
件
い
、
嘔
成

七
乍
叫
川
か
ら
外
来
一
郎
負
担
金
の

額
が
‐‐
月
当
り
千
円
か
ら
ｆ
十
円
に

引
き
Ｌ
げ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
人
院
一
部
負
担
金
お
よ

び
低
所
得
者
に
係
る
入
院

】
部
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

に
よ
る
改
定
か
。
十
円
未
満
の
端
欽

を
切
り
捨
て
た
上
で
行
わ
れ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成

七
年
度
に
お

い
て
は
改
定
さ
れ
ま
せ

ん
。外来一部負担金 入院一部負担金

改定後

平成７年４月から
〔
平成８年３月ま

ぶ〕
１月i,010円

-

1日700 円

二 溜 ご ⊇

改定前

〔
雪 巛 Ｄ １月I  . 网円

-

１日700 円

〔
な7 謡

〕

患者で込み合う公立 藤田 総合病院受什



デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
　
　
　

ゆ

っ

た

り

送

迎

今
ま
で
デ
ｆ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
に

つ
き
ま
し
て
は
．
十
人
乗
り
ワ
ゴ
ン

車

ご
一
往
復
）
で
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
川
・
県
か
ら
の

ｌ
の
補
助
を
受
け
、
ニ
ト
六
人
乗
り

（
迅
転
手
含
む
）

バ
ス
を
購
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
送
迎
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

バ
ス
は
三
月
二
日
に
役
場
に
納
恥

さ
れ
、
関
係
者
は
、
運
行
の
無
事
を

願
っ
て
鹿
鳥
神
杜
に
お
い
て
安
全
祈

願
し
ま
し
た
．

パ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
利
用
者
を

考
慮
し
て
移
動
式
に
な
一つ
て
お
り
、

柬
り
降
り
に
人
変
便
利
で
す
．

紺
と
臼
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
が
、

デ
ィ
サ
ー
ピ
ス
バ
ス
の
目
印
で
す
．

２６人乗 りのディサービ ス章

国
体
の
成
功
に
向
け
て

対
策
本
部
を
設
置

第
五
十
同
国
民
体
育
人
会
『
ふ
く

し
ま
国
体
』
の
成
功
と
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
り
。
三
月
二
日
、
Ｍ
永
町

長
を
本
部
長
と
す
る
『
国
見
町
第
五

十
回
国
民
体
育
人
会
対
策
本
部
』
が

設
唯
さ
れ
ま
し
た
。

対
策
本
部
は
本
部
長
の
ほ
か
、
町

長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
町
議
会
、
体

育
協
会
等
町
内
各
界
各
層
の
代
衣
者

十
七
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

対
策
本
祁
で
は
、
今
後
国
体
の
成

功
に
向
け
、
炬
火
リ
レ
ー
や
国
体
町

民
運
動
（
花
い
『

ば
い
運
動
』
、
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ブ
／
ス
ポ
ー
ツ
人

会
参
加
事
業
な
ど
を
哨
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
対
策
本
部
委
Ｕ
を
中
心

と
し
た
部
会
を
設
け
、
活
動
し
て

い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四体の成功に向け協議した対賢 本部会謫

五
十
人
が

介
護
知
識
を
学
ぶ

万

一
家

族
か
病

乱
や
け

か

の
た

め

介
護

が

必
要
に
な

っ

た
と
き

に
伽
え

て
、

介
護

に
閹
す

る
圦

本
的

な
知
識

と
技

術
を
身

に
っ

け
て

も

ら
お
う

と

「
く

ら
し

に
活
か

す
介

護
教
室

」

か
．

観
月

台
文

化
セ

ン
タ

ー
研

修
室

に
お

い
て

開
催

さ
れ
ま

し

た
．

こ
の
介

護
教
室

は

、
社
会

福
祉

法

人

福
島

県
杜
会

柵
祉

協
議
会

福
阯

人

吋

セ
ン

タ
ー

と
町
杜
会

福

阯
協

鍛
会

の
共
催

に
よ
り

．
二

月
ニ

ト

ー叺
日
、

三
川

．一
．
日
、
Ｌ

日

の
三
回

に
わ

た
り

閧
か

れ
、
瓦

卜
名

か
受
講

さ

れ
ま
し

た

．兮

回
は
保
原

町

の
咎

人
保
継

施
設

・、桃

花
林

」
水
川
刈

子

行
護

婦
長

の

『
老
人
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
』
の
講

義
と
介
護
の
尖
技
、
公
立
藤
田
総
合

病
院
鈴
木
邦
夫
副
院
長
の
『
老
人
の

健
康
管
理
』
．
同
佐
竹
英
子
栄
養
士

の
『
老
人
の
食
事
』
の
講
義
、
町
仕

民
福
祉
課
高
咄
弘
信
課
輿
の
『
わ
か

町
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
』
．
町
阯

協
松
浦
郁
子
主
任
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
『
家
庭
で
介
護
す
る
と
き
の
一

夫
』

の
講
義
と
併
せ
ビ
デ
オ
鑑
賞
と
盛
沢

山
の
内
容
で
、
受
講
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
メ
モ
す
る
光
眈
も
見
ら
れ
、

介
護
知
識
を
習
得
し
な
が
ら
健
康
の

大
切
さ
も
再
認
識
さ
れ
る
な
ど
、
有

意
義
な
介
護
教
室
で
し
た
．

貫 技も行われた介護敏室

阿
津
賀
志
山
ピ
ッ
ク
ツ
リ
ー

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

町
長
賞

最
優
秀
賞

に
佐

藤
孝
一
さ
ん

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
ク
ラ

ブ

（
作
藤

司
会

艮

）
主
催

に
よ

る
阿
津

賀
志

山

ビ

．
ク
ツ
リ
！

写
輿

コ

ン
テ

ス
ト

に

町

内
外

か
ら
亅

瓦
心

の
作

品
が
応
募

さ

れ

た
ａ

か
、

日
本

写
良

家
協
会
会

八

の
鈴

木
爪
ｍ
刀
さ

ん

（
藤

川
）

も
、

貫

助
出

品
し
ま

し

た
『
．

冨
永

武
夫
町

輿
、

佐
藤

司
会

長
、

鈴

木
重
ｍ
ｗ
さ

ん
の

．．
．人

が
、
作

品
を

審

査
し

た
結
緊

、
町

長
賞

と
最

艇
秀

賞

を
佐

藤
孝

一
さ

ん
（
小

坂
字
前

附
）

か
受
賞

し
ま

し
た
、

亡
募
さ
れ
た
作
品
は
、
二
月
十
二

日
か
ら
二
月
二
十
六
日
ま
で
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
多
日
‥
的
ス
ペ
ー
ス

に
展
示
さ
れ
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
る
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

展
示
餓
柊
日
の
ニ
ト
六
日
に
は
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お

い
て
表
彫
式
か
行
わ
れ
、
入
賞
者
に

賞
状
と
記
念
品
か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

町

長

賞

最
優
秀
賞

佐
藤

孝

一
（
小

坂
）

優

秀

賞

秦
　

宏
（
藤
山
）

人
　

選

菊
地
　
但
（
藤
Ⅲ
）

″
　

鈴
木
俊
市
（
東
人
枝
）

″
　

酒
井
武
光
（
束
人
枝
）

仕
　

作
　
八
を
　
晢
（
徳
江
）

”
　
　

佐
藤
　
功
（
東
人
枝
）

″
　

作
限
柚
光
（
束
人
枝
）

″
　

室
井
賢
司
（
束
大
枝
）

富 永町長 から表彰 を受ける佐驤さん
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●

お

知
ら
せ

●

人
口
動
態
調
査
に

ご
協
力
を

厚
生
宵
で
は
毎
年
、
人
川
動
態
統

計
岡
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
出

生
、
死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の

各
‥
仙
恥
を
も
と
に
、
人
口
の
動
き
を

調
べ
る
も
の
で
す
か
。
国
勢
調
査
・
の

行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
茜
に
職
業
も

記
人
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産

鴦
も
記
人
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

糾
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉

の
向
ｈ

に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方
に
は

ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
。
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
調
査
事
項

出
生
Ｅ
子
ど
む
が
生
ま
れ
た
と
き
の

父
お
よ
び
母
の
職
業

死
亡
…
死
亡
し
た
と
き
の
本
人
の
職

楽
お
よ
び
産
業

死
産
…
死
産
が
あ
っ
た
と
き
の
父
お

よ
ぴ
ほ
の
職
業

婚
姻
・
：
同
居
を
始
め
る
前
の
人
お
よ

び
淤
の
職
業

離
婚
Ｅ
別
居
す
る
前
の
人
お
よ
び
＆

の
職
業

◇
飼
査
期
間

平
成
じ
年

叫
川

。・
Ｈ
か
ら
八
年
二

月
二
十
一
日
ま
で
の
一
年
川

◇
職
業
・
産
業
の
分
類

川
川
を
す
る
窓
口
に

一
川
生
‥
仙
。

叱
丙
」
届
、
死
命
屆
、
婚
網
川
、
離
婚

屈
を
き
れ
る
な
に
お
願

い
』
か
備
え

っ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
の
う

え
、
記
人
し
て
く
だ
さ
い
　
ま
た
、

分
か
ら
な
い
場
ｇ

は
、
役
場
什
民
臨

祉
課
什
民
係
窓
口
で
お
聞
き
く
だ
气
’

児
童
扶
養
手
当

4/1

～ 月
額
等
が

改
正
さ
れ
ま
す

児
康

扶

養
ｆ

当
は

、
両

貎
の
離

婚

な

ど
で

父
親

の
い
な

い
児

康
を
育

て

て

い
る
は

親
や
、
ほ

貎

に
代
わ

コ

』

児

童
を

艇
育

し
て

い
る
力

に
支

給
さ

れ
ま
す
．

◇

手
当

月
額

が
平
成
七

年

四
月
か

ら

次
表

の
よ
う

に
改
正

さ
れ

ま
す

手
当
額
の
支
払

い
は
、
年

．．川
（
川

月
、

八
月
．

十
二
月

）
．

四
ヵ

月

分
か

指
竃

の
金
融
機

関

の
口
座

に

振

り
込
ま

れ
ま
す

．

区　　分 全部支給される?7 一部支給される者

児 嗷 １ 人
41.390円

(41,100円)

27.690円

(27､500円)

児 砒 ２　人
46.390川

(46.100円)

32.690円

( 32.〕o円)

児吸３人以ｈ
３人目から児童１人増すごとに

3.0 円ずつ加算

（　）内は、改正前の金額です。

◇

支

給
年
齢

が
延

長
に

な
り

ま
す

今

ま
で
、

「
十

ぺ
歳

に
淦

し

た
日

」

ま

で
か
支

給
期

間
と

な

っ
て

い
ま

し

た
か

。
ｆ

成

七
年

四
月

一
卜
よ

り
、

『
亅
八
歳

に
達

す
る

日
以

後

の

最
初
の

．．一
月

三
ト

ー
Ｈ

』
ま
で

支

給
期
間

が
延

長
さ

れ
ま
す
『
．

※

’．う

叺
歳

に
違
し

た

卜
』
Ｉ

誕

生
Ｈ
の

前
日

■

問

い（

口
わ
せ

・
県

保
健
福

阯
部

児
童

家

庭
課

雲
仙
７
１

７
６

・
役

鳩
化

氏
福
祉

課
福

阯
係

雲
６

２
１
－

１
　

内

線
１

３
３

戸 籍 の 窓 口　　 （2 月受付分）

出生 お め で と うご ざい ま す

f･の 名　 保飯7;　 町内会

優　花帥 う か)安藤　人司 山 崎 舘

めぐみ　　　　 高原 正幸 鳥　 琅

浚 大(としひろ)鈴本 俊一 宮　 稾

裕　秡(ゆ う き)押川　徹也 宮 町 南

広　や(ひろあき)佐藤 邦彦　石14田表

美 雪Cみ ゆ き)1な藤 智秋 錮　 町

はるか　　　　 岡叫　 鮭 肖 町 北

満里奈(まlj な)石川　義則 第　 四

弘　樹(ひ ろ き)酒井 勝弘　第 一1一二

俊　希(と し き)梅浄 血刊 俺　 山

結 衣(ゆ　 い)佐久間 忍 第　 一

|肖　実(な お み)斎藤 消美　石ほ田表

結婚 おめでとうご ざい ます

氏　　 名　　　町内会

{ 堀　　 苒 郎　 保 原町

近ｸ 、 晦　ｙ　　石母田原

E 新 村 Ｍ 樹　 内 谷 柬

塵ll 飛 子　 二本松市

おくやみ申 しあげ ます

氏　　 名　 年齢　町内会

1を 藤 マツノ　85　じ1　田

齋 蘓 洋 二　47　町　 疵

滝　川　元 助　79　町　 東

松 浦 タ カ　85　大木 戸

菅 野 フヂ子　75　内 谷西

佐 蕕 甫 郎　70　鏥　 町

八 巻　トッ･イ　75　宮･1 北

佐久間-･ 衛　78　第 十 二



全
旧
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◇
目
的

ト
リ
ニ
ー
ハ

。
二
十
九
日
に
福
島

巾
で
開
催
さ
れ
る
第
三
十
｛

回
令

旧
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
う

っ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
大
会
」
に
お

い
て
、
令
国
か
ら
彖
県
ず
る
選
手

４
一
あ
た
た
か
く
迎
え
る
た
め
、
広

ぐ
県
内
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
を
募

集
し
、
大
会
を
円
滑
に
運
営
す
る

と
と
む
に
。
障
古
者
柚
阯
の
向
卜

に
資
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

◇
募
集
主
体

・
「
う
っ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
人
今
ご

・
ふ
れ
あ

い
迎
動
推
進
協
議
会

・
福
島
県
吐
会
福
阯
協
議
会

◇
活
助
内
容

選
手
等
の
介
助
、
ふ
れ
あ
い
広
場

と
後
夜
祭
の
運
営
協
力

◇
募
集
人
員

約
ｆ

五
肖
人
｛
定
口

に
な
り
次
第

締

め
叨
り
ま
す
｝

◇
活
動
場
所

福
島
県
あ
づ
ま
総
（
口
運
動
公
園
他

◇
応
募
資
格

介
助
等
の
活
動
か
出
来
る
方
で
御

家
族
や
廠
場
、
学
陵
辱
の
理
解
を

得
ら
れ
る
こ
と
。

年
齢
性
別
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

◇
募
集
期
間

３
ｕ
1
5
卜
か
ら
１
川
2
8日
ま
で

◇
申
し
込
み
方
法

町
吐
会
福
祉
協
議
会
に
備
付
け
の

参
加
申
し
込
み
川
紙
に
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

◇
そ
の
他

大
会
会
期
中
会
場
川
辺
は
交
通
が

睨
制
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
家
川
車

の
乗
り
入
れ
及
び
送
迎
は
で
き
ま

せ
ん
。
柵
鳥
駅
西
日
か
ら
各
競
技

会
嶋
ま
で
県
尖
行
ｓ

は
会
が
シ
ャ

ト
ル
パ
ス
（
直
通
無
朴

バ
ス
）
を

迎
行
し
ま
す
の
で

ご
利
Ⅲ
Ｊ
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
閥
い
合
わ
せ
先

国
見
町
阯
会
福
祉
協
議
会

官
叙
2
1
1
1
　

内
線
３
０
６
　

ま
た
は

福
島
県

榛 く
 
4「
う
っ

く
し
ま
ふ
く
し
ま
人
会

」
ボ
ラ
ン

テ

‘
ア
邯
集
係
官
ａ
1
2
5
1

固

定
資

産
税

納
期
変
吏
の
お
知
ら
せ

地
力
脱

法

の

‐‐。
部

改
正

か
ｆ

定

さ

れ
て

い
る
こ

と
か

ら
、
平
成

し
乍

度

の

閥
定

資
産

蹂
脱
台

帳
の
縦

覧
川

川

を

延
期

い
た
し

ま
し

た

。

こ

れ
に
伴

い
、
ｙ

成

し
乍
喚

の
固

定

資
産

脱
の
納

期
を

£
Ｕ
ｊ

Ｌ

川
か

ら
瓦
月

。’。十

一
日

ま
で

に
延
閹

い
た

し
ま
す

「
男
女
で
創
る
新
時
代

可
能
性
は
無
限
大
」

～
第
4
7回
婦
人
週
間
～

わ

か
川
で

な
性

が
初

め
て
参

政
柚

を
’け
使
し

た
の
は

、
昭

陌
ス
ト

．
年

网
月

卜

卜
の
衆
議

院
議
μ

総

選
挙

の

と
き

で
す

．

労

働
省
で

は
こ

の
日

を
記
念

し
て

．

昭
和

．
．
卜

四
印
以

来
、

川
り

卜
川
か

ら

一
週
間

を
「
婦

人
幽
川

」

と
定

め
、

女
件

の
地
位

向
上

の

た
め
の
啓

発
活

動
を

忿
川

的
に
叺

開
し

て

い
ま

す

本

乍
度

の
婦
人

居
川

は
、

’
川
り
な

で
創

る
新
時

代

可

能
性

は
無
限

大
｀

を
キ

″
．
チ

フ

レ
ー

ズ
に
．
り

女
Ｑ

片
か

個
性

を
兒
陣

し
な

が
ら

、
協

調

し
て

．
．・
ト

ー
心
紀

に
向

け
て
人

き

な

可
能

搾
を

仔
す
る

析
し

い
卩
べ
．冫

‘築

い
て

い
く

た
め

に
一
川

努
力
す

る
こ

と
を

目
標

と
し
て

実
施

さ
れ

ま
す

文 化 講 演 会 の お 知 ら せ

日　畤　３月２６日（日）午後2 時･--

会　場 観月台文化センターホール

講 師 漫画家 は ら た い ら さん

料　金　無　料

４月10日から高速道路の料金が変わります

甘通水の主な通行料令は次のとおりです．　　　　　　　　 単位：円

I C　11･ii 郡 山 柵鳥 飯 坂 仙 台宮 城 会津 若松

国 見 か　ら
新 6 5 0 ４５０ 6 0 0 ２，７００

旧
.
 5 5 0 ３５０ １，５００ 2. 5 5 0

ハイウェイカード50  ,  00 円券が新たに発売されます。

(50. ０００円券で58. ０００円まで利用できます｡)

人 口 と 世 帯

３月１日現在(前月比)２ 月中の助き

人
　
囗

男5.770 人(  十 ll) 転入25 人

女6  .173人（÷６） 転出12 人

計  .943人(  十 ) 出生12 人

l!t帯数3  , 103戸(  十 4 ) 死亡 ８人

心配ごと相談日

場所： 役場 ２晤 相談室 ｛東側人口からお人･jくださ

時 間： ９時 ～12 時

.こまヽたことや、相談ごとかありましたら．お気軽に

ご相談ください、
貝談相

3 村 24 日 （金）斎　藤　光　夫・山　内 聰　子
,1月５卩（水）菅　野　賛　郎・小　西 絹　子
,IJ］141」（命）三　瓶　　 茂・簗　瀬　 貞　子

こ

よ

み

３月　弥生（やよい）

2111 C火）春分の卩

日 ( 水）放送記念11

23日 く木）世界気象ﾃﾞｰ･

2511（土）電気記念［1

４月　卯月（うづき）

ＩＨ（上）エイプリルフール

２日（剛 図書館記念11

7 口（金〉世界保他デー

iO  日 (月）婦人週間
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公
民
館
だ
よ
リ

国

見

町

公

民

館

国
見
町
大
宰
藤
田
字
観
月
台
1
5

n
　

幗
2
6
7
6

F
A
χ

卿
2
7
0
7

充
実
し
た
一
年
間
の
学
習

～
阿
津
賀
志
学
級
な
ど
閉
講
～

阿
津
賀
志
学
級

叶
躯

四
川

」
．
卜

八
日

に
川

講

’
八
・

阿

津
賀
心

学
・
級
の
川

講
式

と
交

通
安

全
人

学

修
了

式
か
二

川
ニ

ー
一
一
日

約

三
自
卜

れ
力
熱

心
な

学
級
乍

か
出
川

し
て

行
わ

れ
ま
し

た

式
に
定

立
ら

、
一
．儿
県
μ
‥福

鳥
鳥

等

学
陵

艮
　

杤
笠

常
弘
尤

生
よ

り

．
譲

り
槊

の
如

く

」

一
そ
の
２

・
不
以
’を

考
え
る

）
と

い
う
節

題
で
削

父
叫

の

葭

割

に

っ

い

て

の

講

ｊ

か

あ

り

ま

し

た
　

は

じ

め

に
　

ｌ

宮

啄

池

翁

力

拑

喰

、

勤

労

．

‐
兮
・
曵

、

至

滅

に

っ

い

て

の

お

話

か

あ

り

、

～

角

力

は

Ｌ

俵

ぎ
・

わ

、

へ

ｔ

は

老

後

Ｉ

そ

し

て

・

‘
れ

か

・
‐
‥
も

感

性

、

つ

支

り

、

価

値

あ

る

ら

の

に

竃

べ

；

心

覚

、

］
曵

・

聴

・

Ｑ

・

味

・

触

・

法

と

気

｝

の

ぺ

境

を

．史

に

町

’‐
１

７

・
か

大

切

で

あ

る

こ

と

な

‥
″
’
　
人

変

心

義

飛

い

お

話

を

卜

た

だ

さ

ま

し

た
Ｉ

式

は

、

川

沖

賀

心

学
・
扱

の

歌

斉

叫

に

始

Ｉ

リ

、

は

じ

め

に

い
．
、
涌

女

兮

人

学

ｋ

で

ら

あ

る

冨

・
水

八

人

町

輿

冫

ｎ

修

。Ｉ

式

に

あ

た

り

学

長

と

！
・
て

の

挨

拶

か

あ

り

ま

し

た
’

郤
ｊ

て

、

ｆ

成

人

印

度

人

応

報

ｔ
‥

か

あ

．

た

後

、

公

民

館

ｋ

よ

り

皆

勤

賞

卜

た

ち

の

代

人

Ｍ

仆

心

助

さ

え

、

いｍ

勤

八

．

卜

６

Ｘ

代

λ

什

藤

巾

川

冫

ん

に

そ

れ

ぞ

阯

記

台

品

か

添

え

・
り

れ

て

侵

り

ｙ
‘
八

ま

Ｉ！

み

’

そ

の

俊

、

交

辿

安

全

人

学

長

の

．’‥ｍ

永

八

廴

刪
．
ｋ

ｔ

り

、

夊

．川
一
安
（
Ｌ

廴

学

修

ｒ

生

心

乢

―

―

恥

代

人

嵋
μ

葎

ｆ

夕

り

さ

ん

に

女

通

女

个

人

学

條

。Ｊ

λ
μ

‥

と

記

念

品

が

侵

７

う

わ

ま

！

】
た

眼

省

力

陣

町

川

議

勁

飛

長

．

心

賈

匝

汢

衰

梢

警

察

ｙ

長

か

’
い

は

．

そ

卜

ぞ

良

べ
’
後

・
こ

ち

付

小

と

・
毟

涌

１

故

に

註

石

し

．

こ

の

ｌ
皿

．佩

な

之

化

ゼ

ン

タ

し

卜

｝
‘
λ

な

る

生

涯
（
・
し

い
に

励

人

で

く

だ

さ

い

と

の

功

ま

し

の

．
１１
槧

か
・

い

た

だ

丶

’．
ｔ

！

’
だ

終
わ
り
に
、
吋
Ｌ
汕
よ
学
級
委
日

長
か
ら
の
謝
辞
か
あ
り
修
．ｊ
人
は
厳

心
の
う
ち
に
む
和
や
か
に
、
し
か
む

盛
大
に
終
ｒ

し
ま
し
か
こ

阿;隶貿志乍 級閙 講式

成
　

人
　
学
　

級

成

廴

学

枇

の

閉

溝

式

が

．｛

月

二

ｉ

四

日

、

観

ｕ

台

文

化

セ

ン

タ

ー

人

研

修

宇

で

一
．
卜

名

が

川

席

し

て

り

わ

れ

ま

し

た

．

へ
‘
甲

心

、
は

十

二

川

に

・
わ

た
Ｉ
り

学

刊

し

ま

し

た

か

、

出

席

率

も

よ

で

、

こ

の

閉

講

式

で

皆

勤

賈

．
一
気

、

乱

勤

賞

‐
い

名

に

賞

状

と

Ｉ記

合

品

か

贈

・

り
れ

ま

し

た式

鮗

ｒ

後

、

兮

乍

曵

最

後

の

孚

ｙ

と

し

て

、

佐

藤

利

雄

町

教

介

£

は

長

よ

り

生

涯

中

習

に

つ

い

て

の

冴

話

か
・

い

た

だ

き

、

火

例

夲
一
乍

げ

な

が

ら

の

お

話

は

卜（

変

わ

か

り

や

す

く

、

出

席

し

た

皆

さ

ん

は

熱

心

に

聞

き

人

・
．
て

い

ま

し

た

今年度翁i薈の宰習 （成 人学級）

く
に
み
女
性
教
室

吽

乍
五
Ｕ

に

問
溝
し

た
ぐ

に
み

な

性
教
室

は

、
卜
Ｌ

回

の
学
習

と
陶

芸

を

は
じ

め
と
す

る
亅
二

回

の
グ

ル
ー

プ
活

動
夕
終

え

、
二
Ｕ

ｊ

五
日

に
閉

溝
式

を
行

い
ま

し

た
．

最

後
の

学
割
‥
は
内
池

和
了

き

ん
を

講
帥

に
、

和
紙

を
材

料
に

し
て

お
ひ

な

さ
ま

を
作

り
ま
し

た
．
出

席

し
た

．．．
卜
二
乙

の
学
級

生

は
ｆ

作

り
の
お

ひ

な
さ
ま

に

滿
り
｀
し

た
様

．卜
で

し

た
．

川

溝
人

で

は
、
皆

勤
賞

．
名

、
精

勤

賞
六

名
の
み

に
賞

状

と
記
念

品
が

噌
・
ら
れ
ま
し

か
．．

次
弟
度

む

乍
習
内

容

を
４

り
片
き

し

、
皆

气‐
人

の
要
望

４
.一活
か

し

た
学
習

計
画

を
立
て

実
施

し

た
い
と
印
心
い
ま

す
．

くに み女性教室閉講式



少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

昨
年
六
月
十
二
日
に
開
講
し
た
少

年
仲
間
づ
く
り
教
賞
の
閉
講
式
は
二

月
十
一
日
、
ニ
ト
名
か
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

式
で
は
斎
藤
久
敦
育
・長
、
鈴
木
徒

治
公
艮
館
艮
の
あ
い
き
つ
、
藤
田
小

六
年
生
の
安
係
子
望
さ
ん
の
感
謝
の

こ
と
ば
の
あ
と
、
皆
勤
賞
の
冨
田
景

子
さ
ん
ほ
か
卜
名
、
精
動
賞
の
斎
藤

司
君
ほ
か
七
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
藤
田
小
学
校
長
畠
腹
噸
一

先
生
か
ら
仲
間
づ
く
り
教
室
で
の
体

験
の
す

ば
ら
し
さ
や
。
激
励
の
こ
と

ぱ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
の
あ
と
、
駁
後
の
乍
習
と
し
て
、

空
き
缶
を
利
川
し
た
弓
矢
作
り
を
し

て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。。

今
年
度
は
九
回
に
わ
た
り
活
動
し

ま
し
た
が
、
出
席
し
た
皆
さ
ん
は
八

月
に
火
施
し
た
キ
ャ
ン
プ
の
恕

い
川

な
ど
を
楽
し
そ
う
に
話
し
ａ

つ
て
い

ま

し
た

。

感

謝

の

こ

と

ば

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
生
代
表

安
孫
子
　
望

と
う
と
う
、
少
年
仲
間
づ
く
り
教

室
の
終
わ
り
の
日
か
や
っ
て
ま
い
り

ま
し

た
。

今
ま
で
の
こ
と

。
つ

Ｊ
つ
を
ふ
り

か
え

。
て
み
る
と
、
六
川
に
は
じ
ま

『
て
か
ら
今
日
ま
で
、
学
校
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
を
、
た
く
さ
ん
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
‘。

南
蔵
王
で
の
、
泊
り
か
け
の
野
外

活
動
で
は
、
家
の
中
と
は
違
・

た
炊

飯
の
し
方
な
ど
を
学
ぴ
、
お
も
し
ろ

か

、
た
し
、
自
分
達
で
作
『

た
む
の

を
食
べ
る
楽
し
さ
も
味
わ
う
こ
と
か

で
き
、
雨
に
も
あ
い
ま
し
た
か
平
気

で
し
た
。
つ
ま
ず
く
と
、
い
つ
も
先

生
が
助
け
て
ド
さ
り
、
安
心
し
て
活

動
で
き
ま
し

た
・
‘

九
川
に
は
、
あ
つ
か
し
山
近
く
の

自
然
観
察
会
を
し
ま
し
た
が
、
わ
か

ら
な
か
っ
た
畩
物
の
名
ま
え
や
地
層

の
話
な
ど
む
聞
く
こ
と
か
で
き
、
楽

し
い
登
山
で
し
た
。
山
頂
か
ら
の
木

の
葉
牋
ば
し
は
、
は
じ
め
て
の
体
験

で
、
と
て
も
愉
快
で
最
高
で
し
た
。

あ
の
時
の
存
い
空
や
。
雲
の
形
ま
で

な
つ
か
し
く
思
い
川
さ
れ
ま
す
。

こ
の
少
鰍
仲
川
づ
く
り
は
、
一
っ

終
わ
る
ご
と
に
自
分
が
ぐ
ん
と
人
き

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
、

ふ
し
ぎ
で
す
。

私
か
、
こ
の
仲
間
作
り
に
人

ご
、
、

な
ん
と
い
コ

ヽ
も
、
一
番
楽
し
か
っ

た
の
は
、
自
分
達
で
、
ソ
リ
を
つ
く

っ
て
、
ソ
リ
で
す
べ
『
た
こ
と
で
し

た
。
な
ぜ
こ
れ
か
一
番
楽
し
か
っ
た

思
い
出
か
と
言
う
と
、
自
分
達
で
竹

の
艮
さ
を
は
か
り
、
そ
れ
を
ノ
コ
ギ

リ
で
切
る
作
業
か
ら
、
ク
ギ
を
打
つ

作
業
ま
で

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や

‘。
て
き
た
か
ら
で
す
。
二
回
に
わ
た

っ
て
ソ
リ
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
乙

た
い
へ
ん
な
作
業
だ
『ｊ
た
と
思
い
ま

す
。
ク
ギ
を
な
な
め
に
打
・

た
り
す

る
の
か
夲
ｉ

に
た
い
へ
ん
で
し
た
。

で
む
、
み
ん
な
で
仲
良
く
で
き
た
の

で
良
か
っ
た
で
す
。
１

卜
は
小
坂
峠

に
た
く
さ
ん
町
か
積
も
り
、
み
ん
な

で
雪
を
か
た
め
て
か
ら
。
ソ
リ
す
べ

り
を
始
め
ま
し
た
。
前
で
ひ
し
を
ひ

‐ｊ
ば
っ
て

い
た
人
が
、
ひ
ら
を
放
し

た
と
た
ん
、
雪
の
中
に
ソ
リ
ご
と
顏

か
ら
雪
の
中
に
入
っ
て
い
・
な
り
、

と
て
も
豪
し
か
っ
た
一
日
で
し
な

。

こ
れ
は
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
体
験
と
し
て
心
に
残
る
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

六
月
か
ら
今
日
ま
で
お
匿
‥話
し
て

く
だ
さ
っ
た
完
生
力
、
よ
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い

ま
し
た
。
よ

い
友
達
む
で
き
ま
し
た
。

畆
の
心
の
中
に
、
次
々
と
、
す
て
き

な
富
物
が
ふ
え
て
い
っ
た
よ
う
な
、

そ
ん
な
感
じ
で
す
。
本
ｉ

に
あ
り
か

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雷謝のことばを述べる安孫子硬さん

和
や
か
に

交
流
を
深
め
る

若
者
た
ち
に
交
流
の
場
を

Ｉ

と

公
民
館
か
主
催
し
た

『
ふ
れ
あ
い
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
‘
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た

一「
月
十
九
日
、
宮
城
磁
王
え
ぽ
し
ス

キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し

た・
。

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
独
身
の
ｍ
″
女
十

五
人
が
参
加
。
初
め
て
会
う
人
が
多

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ス
の

中
で
は
臼
己
紹
介
を
す
る
な
ど
、
た

ち
ま
ら
和
や
か
に
打
ち
解
け
｀
二

て

い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
に
到
着
後
は
、
午
的
中

は
町
体
育
協
会
山
陪
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

ハ

夲
。講
師
に
迎
え
、
基
本
を
中
心
と

す
る
技
術
・
ニ

ス
ン
、
乍
後
に
は
気

の
合

二
た
同
士
か
夕
方
ま
で
日
い
っ

ぱ
い
の
滑
走
を
楽
し
み
、
作
分
に
又

キ
ー
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

交流を潭めたふ れあい スキーツアー

た

ち

ま

ち

上

達

～
ス
ケ
ー
ト
教
室
～

公
民
館
主
催
の
ス
ケ
ー
ト
教
室
は

二
月
十
一
日
、
福
島
市
黒
岩
の

『
福

鳥
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
』
で
開
か
れ
ま

し
た
。

冬
の
迎
動
不
足
解
消
と
ス
ケ
ー
ト

技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
と
開
か
れ
た

も
の
で
、
小
学
生
を
中
心
に
三
十
三

人
か
参
加
し
て
技
術
の
マ
ス
タ
ー
に

励
み
ま
し
た
。

会
場
に
到
着
し
た
参
・
加
者
は
。
早

迷
、
ス
ケ
ー
ト
シ
ュ
ー
ズ
に
履
き
瞥

え
て
り
ン
ク
に
飛
び
出
し
、
ア
リ
ー

ナ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
約
二

時
間
に
わ
た
り
、
丁
寧
に
技
術
面
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

は
じ
め
は
立
つ
の
か
や
っ
と
だ
っ

た
子
供
た
ち
も
、
終
盤
近
く
に
は
自

由
に
滑
れ
る
ほ
ど
上
逮
し
、
一
緒
に

参
加
し
た
友
遼
と
仲
良
く
水
上
の
楽

し
い
胯
界
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

濤走 を楽しむ参加者の皆さん



T 0 P I C S わだい
北

風

に

乗

せ

て

１
凧
あ
げ
大
会
～

二
月
十
一
川
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
国
兇
町
青
少
年
育
成
町
民
会

讌
大
木
戸
地
Ｋ

推
進
協
議
会
（
村
Ｌ

金
正
会
艮
）
主
催
に
よ
る
川
上
げ
人

会
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

凧
あ
げ
大
会
は
、
学
校
週
。五
日
制

に
対
応
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
今
回
か
二
回
日
。
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
日
本
の
伝

統
文
化
の
「
凧
」
を
作

乙
た
り
。
牋

ば
し
た
り
す
る
こ
と
で
三
睛
代
の
ふ

れ
あ

い
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

和
凧
や
洋
凧
、
連
凧
な
ど
を
持
ち

寄
っ
た
地
Ｋ
の
幼
児
か
ら
お
乍
寄
り

ま
で
の
七
十
名
か
運
動
場

い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
、
北
阻
に
乗
せ
て
凧
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

三 世代のふ れあい を深めた凧あげ大会

昔
の
遊
び
を
体
験

～
徳
江
北
部
三
世
代
交
歓
会
～

徳
汪
北
部
艮
寿
会
（
作
藤
茂
雄
会

長
）
土
催
に
よ
る
三
欧
代
交
歓
会
が
、

二
月
亅
一
日
、
徳
江
北
部
公
民
郎
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
地
区
の
ｆ
偶
た

ら
な
ど
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
’．

夊
献
会
は
．
竹
馬
、
輪
な
げ
．
太

鼓
、
な
わ
と
び
な
ど
の
贄
の
遊
び
を

通
じ
て
、
二
胯
代
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
参

加
し
た
ｆ
叺
た
ち
は
、
お
年
寄
り
が

作

い
た
竹
馬
の
乗
り
方
を
敦
え
て
む

ら
う
な
ど
Ｌ
機
嫌
で
し
た
．

ま
た
、
お
話
お
ば
さ
ん
の
机
山
斗
7
.

さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
片
話

を
楽
し
ん
だ
後
に
は
、
和
や
か
に
企

員
で
昼
食
を
食

べ
、
楽
し

い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
「

竹馬 の東り方 を敵 えてもらう子供たち

が
ん
の
正
し
い

知
識
を
学
ぶ

町
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
な

ど
か
上
催
す
る

。健
康
鵬
演
会
」
か

二
Ｕ
卜
日
、
観
川
台
文
化
セ
ン
タ
ー

人
研
修
室
で
閧
か
れ
。
約
九
十
人
の

皆
さ
ん
か
か
ん
の
予
防
に
つ
い
て
学

ぴ
ま
し
り

講
師
の
公
立
藤
川
総
か
病
院
長
の

朽

木
渉

光
生
か

、

・「
か
ん

の
や
防

と

？
明

鳬
兒
に

っ

い
て
一

と
町

し
て
溝

繊

。
食

生
活

の
欧
米

化
に
よ

る
人

腸

が
λ
の
川

加
や

、

早
閘
発
見

の
亟

要

性

に
っ

い
て

説
川
し

た
あ

と
。

バ
ラ

ン
ス
の

と
れ

た
食
肛

を
す

る
、
適
・吁
’

な

巡
動

を
す

る
Ｉ

な
ど

と
話
し

、

川

席
し

た
皆

さ
ん

は
、
身

近
な
健

康

の

問
題

だ
け
’に
、
熟

心

に
聴

き

い

ゝ

て

い
ま

し

た
。

がんの正しい知識 を学んだ「健康 講演会」

中
山
さ
ん
が

休
憩
施
設
を
寄
贈

山
崎
字
排
谷
地
内
（
藤
田
幼
碓
園

北
側
）
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
。
こ

の
ほ
ど
休
憩
施
設
か
設
置
さ
れ
。
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
吸
好
者
に
応
ば
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
旌
設
は
。
プ
レ
（

ブ
造
り
（
叫

坏
）
で
、
中
山
隆
さ
ん
（
光
剛
寺
字

鹿
野
山
）
か
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を

覆
う
シ
ー
ト
と
と
も
に
町
社
会
福
祉

淪
議
会
に
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

二
川
二
日
、
役
鳩
町
長
室
に
お
い

て
、
冨
永
武
夫
町
社
会
福
祉
協
議
会

良
か
ら
中
山
さ
ん
に
感
謝
状
か
噌
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
藤
田
・
山
崎
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
に
貸
与
さ
れ
な
効

に
活
川
さ
れ
ま
す
。

休験旄ａ がｕ 凛さ れたゲートボール塲

編 集
日記
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